
市
域
を
貫
く
国
道
１
号
枚
方
バ
イ
パ
ス
が
全
線

開
通
し
た
の
は
昭
和
41
年
。
高
度
経
済
成
長
期
の

真
っ
た
だ
中
で
し
た
。

昭
和
30
年
代
に
入
る
と
、
自
動
車
の
普
及
と
と

も
に
淀
川
沿
い
の
旧
国
道
１
号
（
現
在
の
府
道
京

都
守
口
線
）
は
交
通
量
が
飛
躍
的
に
伸
び
、
慢
性

的
な
渋
滞
に
悩
ま
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

渋
滞
緩
和
に
向
け
計
画
さ
れ
た
枚
方
バ
イ
パ
ス
は

京
都
・
伏
見
〜
中
振
間
約
20
㎞
を
結
ぶ
片
側
２
車

線
の
新
た
な
幹
線
道
路
で
、
昭
和
33
年
に
着
工
。

鷹
塚
山
を
切
り
通
し
、
天
野
川
に
橋
を
架
け
る
な

ど
工
事
は
８
年
に
わ
た
る
大
事
業
で
し
た
。

バ
イ
パ
ス
の
設
置
に
伴
い
、
沿
道
に
は
既
製
服

団
地
（
現
在
の
大
阪
紳
士
服
団
地
）、
中
小
企
業

団
地
（
同
枚
方
企
業
団
地
）、
枚
方
鉄
工
塗
装
団

地
な
ど
が
造
成
さ
れ
、
多
く
の
企
業
が
集
ま
り
ま

し
た
。
枚
方
企
業
団
地
は
府
内
中
小
企
業
の
郊
外

移
転
と
経
営
効
率
化
を
目
的
に
計
画
さ
れ
た
も
の

で
、
府
や
市
が
企
業
団
地
を
造
成
す
る
の
は
全
国

初
の
試
み
で
し
た
。「
当
時
は
右
肩
上
が
り
の
経

済
成
長
の
中
、
次
々
と
仕
事
が
舞
い
込
ん
で
ね
。

み
ん
な
夜
遅
く
ま
で
必
死
に
働
い
て
い
ま
し
た
」。

枚
方
企
業
団
地
協
同
組
合
理
事
長
の
豊
川
總
雄
さ

ん
（
70
歳
）
は
振
り
返
り
ま
す
。
豊
川
さ
ん
が
働

く
会
社
も
バ
イ
パ
ス
開
通
と
ほ
ぼ
同
時
に
大
阪
市

内
か
ら
枚
方
へ
。「
製
品
の
輸
送
が
便
利
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
が
集
ま
る
企
業
団
地

は
当
時
珍
し
く
、
海
外
か
ら
の
視
察
も
あ
っ
た
ん

で
す
よ
」
と
懐
か
し
そ
う
に
話
し
ま
す
。

多
く
の
車
が
行
き
交
う
枚
方
バ
イ
パ
ス
は
、
京

都
と
大
阪
を
結
ぶ
交
通
の
大
動
脈
と
し
て
今
も
市

内
産
業
の
発
展
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

 

（
平
成
23
年
11
月
号
）

産業の発展を支える交通の大動脈

枚方バイパス（国道１号）

▲ 造成中の枚方企業団地（昭和41年）。左下の新大池から
右上（京都方面）に延びるのが枚方バイパスです。

▲ 現在の出屋敷交差点付近。一日の交通量は約７万台
（平成22年）。開通時は約３万台でした。

▲ 建設中の枚方バイパス（昭和37年）。現在の穂谷川新橋から大阪方面の出屋敷
交差点付近を望んでいます。
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